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１．はじめに
動物の歯や牙といったコラーゲンを含む試料の１４Ｃ年代は，抽出されたコラーゲンを用

い て 測 定 さ れ た 値 が 最 も 信 頼 の お け る も の で あ る と い わ れて い る ． し か し 一 般 に コ ラ ー ゲ
ン 抽 出 に は 時 間 が か か り ， 諸 般 の 事 由 に よ り そ れ を 行 う 時 間 的 猶 予 が な い 場 合 が あ る ． 今
回，極めて保存状態のよい含コラーゲン試料（象牙）］＿１点についてコラーゲン抽出を行
わずに１４Ｃ測定を行ったので紹介する．

２．試料調製と加速器質量分析計による１１Ｃ測定
方法は有田ほか（１９９０）および中村ほか（１９９６）に改良を加えたものである．
試料はあらかじめステンレス製の乳鉢で粉砕可能な大きさ（厚さ２ｍｍ程度の板状）に

切り出しておく．まずアセトンで表面を洗って付着している可能性のある有機化合物を溶
かし落とした後，１．２Ｎ水酸化ナトリウム溶液に浸して超音波洗浄した．さらに±２Ｎ塩酸
中で超音波洗浄し，蒸留水でよく洗って６０℃の乾燥器中で一晩乾燥させた．
乾燥した試料をステンレス製乳鉢で粉砕した後，炭素及び窒素含有率をＣ／Ｎコーダーに

て測定した．炭素約３ｍｇを得るのに必要な試料の量をこの値より見積もった．
あらかじめ１０００（Ｃで焼きだした直径Ｇｎｍ，長さ５ｃｍのバイコール管に約Ｅ５００ｍｇの線状

酸化銅と試料を入れ，９５０℃で焼きだした石英綿で軽くふたをした後，銀粉末約１０ｍｇを
入れた．あらかじめ１０００℃で焼きだして線状還元銅を約５００ｍｇ入れた直径９ｍｍ，長さ
３４ｃｍのバイコール管にこれを入れ，真空ラインに接続排気し封管しか．これを電気炉内
で８５０（Ｃで約２時間加熱して試料中の炭素を二酸化炭素に変えた．
真空ライン中で，液体窒素（-１９Ｇで）及び液体窒素で冷却したエタノール（約一１００℃）

及びペンタン（・１２８ｃＣ）を寒剤として用いて二酸化炭素を精製した．さらに約１．．５ｍｇの
鉄粉末を触媒として，この二酸化炭素を水素還元してグラファイトを作成した（Ｋｉｔａｇａｗａ
ｄｊｌ乙１９９３）．出来たグラファイトを乾燥した後，アルミニウム製の試料台に圧入してタ
ーゲットを作成した．［ｔＵ際的に標準体として用いられている修酸（ＮＢＳ・ＭＲ-４９）を標準体と

し（Ｍａｎｎ，Ｗ．Ｂ．，１９８３；５ｋｕｉｖｅｒ，Ｍ．，珀闘），名古屋大学年代測定資料研究センターに設置
されている加速器質量分析計により１七測定を行った（中村ほか，１９８８）．
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３．結果
’１：｀ａｂｌｅ１に各試料の炭素及び窒素含有率，（こ／Ｎ比／４Ｃ量（ｐＭ）及び∂１３Ｃを示した．

象牙質には約２０％の有機物が含まれており，その大部分はコラーゲンとよばれる繊維状
の蛋白質であるが［秋山，］，９９５），化石試料ではその割合が少なくなり，保存状態の良
い試料でも数％程度であることが多い（有田ほか，１９９０；沢田ほか，１９９２；中村ほか，
１９９６） 本件の試料］工白よいずれも炭素を試料の１５％以上（平均１６．１％），窒素を５％以上（平
均５．５％）含んでおり，これらの大部分がコラーゲンに由来するものであると仮定すると，
試料のコラーゲン含量は極めて高いと予想される．
今後は保存状態の良い試料に対して，コラーゲン抽出を行わずに１４Ｃ測定を行うことの

妥当性を立証するために，本件で用いた試料よりコラーゲン抽出を行い，さらに検討を加
える予定である．
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